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論 文 内 容 の 要 旨
1.本論文は、知覚と身体運動とが相互に作用することによって知覚活動が成立するとの前
提に立ち、相互規定性とその発達の様相を検討することを主目的とし、その実証を通 して
知 覚と運動とを一元的に理解 しようとする理論の建設に一助を果たそうとしたものである。.
2.論文の構成は次の通 りである。
第1章 問.題
1-1問 題の発生
1-2本 論文の目的と構成
第2章 作業仮設の建設
2-1活 動としての知覚研究諸派
2-2実 験事態からの検討
2-3作 業仮説の提出
第3章 知覚活動に於ける知覚一運動の問題 ・
3-1理 論的問題
3-2触 運動の図式性について
3-3視 覚的認知像に関する知覚活動の問題
第4章 身体運動に与える視的枠組の効果
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実験2-1一(1>直立静止姿勢に与える視的枠組の効果(1}
実験2-1ヨ2)直 立静止姿勢に与える視的枠組の効果(2)
実験2-2視 的手掛り縮減と直立姿勢保持に関わる発達的検討
実験2-3ヨ1)視 的手掛り縮減と定位置の定位
実験2-3H2)視 的手掛り縮減と直進歩行に関する発達的検討
実験2-4視 的枠組縮減時の2現 象(光 点の自動運動と身体の動揺)の 関係にっいて
第 与章 知覚に与える身体運動の効果
実験3-1一《D体 位変換と大きさの恒常性
実験3-1一 く21体位変換視に関する発達的検討
全体の討論
要 約
3川 第1章 は本研究の問題提起にいたる経緯と研究目的とを述べたものである。まず著者
は、かつてヴァイッゼッカー ・V.(1939)が『GESTALTKREIS』概念を提出して
ゲシタル ト概念により知覚と運動とを 「一元化」 しようとしたこと、ならびにピァジェ・
J.がr感覚 ・運動的同化』の図式を もって同 「一元化」を検討したことを通覧する。そ
して両理論を背景として、認知される知覚像が、知覚活動と対象(課 題)との関数的所
産であることを指摘すると共に、知覚活動は単なる刺激の受容過程〈INPUT>ではな
く、運動に支えられた表出過程〈OUTPUT>でもあること、すなわち知覚活動が受容
と身体運動との相互規定によって成立 し知覚像を形づ くることになるとの見解をとる。
そして本論文が、視知覚および触運動知覚と運動との相互関係を、実験的、発達的に検
討することを目的とするものであるとする。
(2)第2章では、著者はまず 「活動としての知覚」に関係するゲシタル ト心理学と発生的
認識論の貢献を述べ、さらにNEWLOOK心 理学を初め、TRANSACTION心理学、
感覚、緊張の場理論など、欧米における各派のこれまでの諸研究と理論を点検すると共
に、我が国での本間泰士(1937)、宮川知彰(1944)らによる実験的検討を紹介 し
ている。続いてこれ ら一連の諸研究の成果を総合 し、その全内容を先章で掲げた問題提
起にまで収蝕させると共に、作業仮説をも含めて問題の具体的な検証内容を指摘 し、同
時に研究方法の大要に言及する。著者の取 り組む検討の具体的内容は、あらまし以下の
5点にまとめられよう。
① 知覚と運動とが最 も密接に出合 うと予想される典型的な場合として、触運動知覚お
よび視知覚の事態をとりあげ、各活動の事態で触運動ならびに眼球運動をそれぞれ操
作的に制御することにより、知覚と運動との相互規定性の有無を把握 し、かつ知覚活
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動が、知覚者の内的な 「認知図式」に基づいて くりひろげられるものであることを想
定する。
② 特に幼児を対象として上記の知覚実験を展開 し、相互規定性にまつわる認知図式の
想定を発達的見地か ら裏づける。
③ 知覚と運動の相互関係が人間の全ゆる知覚活動に共通 して認められるかという、一
般化の可能性にアプローチするため、身体の比較的微細な運動と粗大な運動とについ
て、特に視知覚か らの規定性を検討する。
④ 引き続き、大きさの恒常性に関する知覚活動について、特に身体運動か らの規定性
を検:討する。
⑤ 以上の③および④の内容を発達的に検討 し、知覚と運動との相互規定性を一そう詳
細に裏づけ、一元化理論の明確化を期する。
(3)第3章は、上記の①の問題を実証に付 したものである。当初に著者は、触運動による
知覚活動を取 りあげ、手および手指の運動を制御 した場合の幾何図形探索の結果を報告
している。実験事態として、①両手使用、②片手使用、③利手指1本 を使用の3者 を設
け、それぞれについて図形探索の時間と運動量、ならびに探索の様式を考察 している。
被験者は18歳から24歳の青年および成人45名(各条件につき15名)である。
その結果では、両手条件での所要時間が最 も短か く、片手条件および利手指条件下で
のそれが長かった。また動きの頻度では、両手条件のそれが最 も少なく、利手指条件、
片手条件の順に動きが増加する。
著者は、以上の量的な測定結果に対 し、観察による質的な検討、図形の再生結果への
考察を加えることにより、触運動の制御が直接知覚活動を左右 していることを指摘する
と共に、触運動による探索の様式が眼球運動でのそれと類似 しており、 しか も諸々の知
覚活動に共通する認知図式(な いし知覚活動の群構造)の 産物であるとの想定を行なっ
ている。
ところでこの想定が正 しい限り、知覚の制御効果は、視知覚の分野において も当然あ
らわれるはずである。著者は、 この想定に基づき、引き続き視知覚の分野における知覚
活動の制御(顔面の固定による視野および眼球運動の制限)に よってどのような知覚像
が成立するか、な らびにその過程を検討 している。
実験は、中央に小孔をもつ黒色画用紙と幾何図形とを材料とする。そして①図形の輪
郭に沿 って黒色画用紙を移動させる場合、②画用紙を固定 して図形を移動させる場合の
2条件に、それぞれ小孔の直径が0.8c皿および3.Ocmの2条件をいれ、全4条 件を設け
る。被験者は、まず顔面を固定され、眼前30cmに定位された黒色画用紙の小孔を通 して
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(小孔または図形の移動に即応 して)図 形の輪郭を追視 し(眼球を動か し)、認め られ
た図形を再生することになる。被験者は大学生、上記4条 件ごとに12名、全48名か らな
る。結果では、4条 件間に有意差が認め られ、小孔の直径が小さく、かっ小孔を移動せ
ず図形を移動させる条件が、認知像の再生で時間を長 く要することが明かとな った。著
者はこのことにっき、運動の制限が知覚像の把握を制限 した結果であるとの解釈を与え
ている。
これに加えて著者は、同一課題により、図形走査の速度(時 間)と 走査の方向とを変
化させた条件設定での実験を行ない、また同一課題で顔面を固定せず、黒色画用紙(小
孔)を 被験者の側で自由に操作できる条件の実験をも行ない、上記の解釈を基礎づけて
いる。さらに、できるだけ眼球運動の特徴を考慮 して、その特徴に即応 して小孔を移動
してやり、図形を走査させる条件での実験を展開 している。そ して同条件によって対象
の認知が一そう正確になることを指摘 し、知覚活動における運動の介在に関する仮説の
実証を充実させている。
では、以上のような視覚的認知像に対する知覚活動の制御の効果は、知覚の発達とい
う点か らはどんな経緯をたどるものなのか。幼児の場合は、 ピアジェが指摘しているよ
うに、対象の把握は自己中心的で、主体の運動と対象の運動とが未分化な状態にある。
ヴェルナア・H.は、幼児の認識が未分化な行動物の世界をなすと述べている。従 って幼
児においては、主体の側の知覚活動が成人のそれとは異なった働き方をするものと考え
られる。著者はこうした点か ら、顔面の固定は行なわないが視野を制御する小孔実験装
置を用い、先の実験とほぼ同様の手続をとって、図形(正 三角形 ・円および方形)の 再
認と再生とに関する実験を行なっている。被験者は、3歳 か ら6歳までの幼児、各年齢
とも20名、全80名か らなる(視野を制御されない限り図形の再認 ・再生が可能な子ども
のみ)。
その結果によると、年少児、特に3歳児に誤反応が多い。また年少児になるほど、特
に3歳児の場合に、知覚順序とは逆の順序による再生傾向(著 者はこれを 「逆転視」と
称 している)が強い。さらに以上の結果はどの制御条件下にもみ られ、制御条件問で有
意差は認められなか った。著者は、これらの結果を、年少の子どもになるほど(特に3歳
児では)、 その空間が自己中心的、具体的、実践的かつ直接的で、その認知図式が年長
児や大学生の もつような認知図式とは異なっているため生 じたものとの解釈を している。
なお、著者は、このあとに小孔の直後を拡大 した(視野をひろげ、周辺視を可能に し
た)条 件による実験、およびより単純な図形を刺激とした実験を連続的に行ない、いず
れの条件下で も上記の逆転視の現象が認め られたことを報告 している。そして逆転視と
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は、自己の活動の認知を無視するような構えで対象に向かうときに生ずる現象であると
し、成人であれば、自己の認知を無視せず逆転視を逆転するが、年少児の場合は、文字
通 り 「見えたまま」の認知像を報告するため、逆転視になると述べている。同時に著者
は、 ピァジェの考察を引用 して、この逆転視の状態から脱け出すには身体〈運動〉の構
造化が必要になることを指摘 し、逆転視の現象自体が運動 との相互依存的な関係のもと
に生 じたものであると解釈 している。
(4)第4章は、運動の範疇をやや拡張し、比較的微細なレベルでの身体的な動作に対する
知覚的な制御の効果を検討 したものである。著者は、まずその第1節 で、直立静止姿勢
に及ぼす視的枠組の規定効果を問題とし、暗室での両足立ちおよび片足立ちの各身体動
揺度を しらべている。被験者は19歳か ら27歳までの青年および成人20名からなる。
実験の結果、両条件で共に著しい身体的な動揺が生 じ、特に片足立ちの条件下では、
視覚的な手掛りが失なわれた場合、身体を静止させている 「保持時間」が著 しく減少す
ることが認められた。さらにこれに続いて、著者は、室内の明度を漸次低減して、視的手
掛りを少なくしていく場合の身体的動揺度を検討している。そして明度の低減に伴なっ
て、保持時間が減少することを明かに している(被験者は18歳から35歳の青年および成
人20名)。
以上のことから、知覚的制御が運動(身 体的な動作)に 及ぼす効果が指摘されたが、
発達的にはどうか。著者は、これにこたえて、同 じ保持時間法により、3歳 から8歳ま
での幼児 ・児童ならびに19歳の青年を対象として(各年齢ごとに20名、全140名からな
る)、年齢的な変化の経緯を検討している。そして年齢が増すにつれ、保持時間が増大
することを明かにしている。
直立静止は、身体的な動作 としては極めて微細なものである。そこで著者は、これに直
接運動が伴なった場合を次に取りあげている。目かくしにより視的手掛 りを遮断 し、直
進歩行させて目標か らの偏寄度を測定する実験がそれである。被験者は、19歳の青年56
名、3歳 児14名、4歳 児8名 、5歳 児19名、6歳 児18名、7歳 児8名 および8歳 児21名
か らなる。結果として、①おおむねどの被験者にも偏寄が認められる、②偏寄は左右い
ずれか一方の方向にのみ限られない、③年齢が増すほど偏寄は一般に減少す る、などの
事実が明示された。著者は、ここで先の直立静止姿勢に関する結果も含めて、一連の発
達的傾向につき、一般に成人に近づ くほど、視知覚と運動との関係、相互規定性が強く
なり、説知図式が安定化す ると共に、平衡器官の機能 も上昇するとの解釈を投 じてい
る。そして、以上に加えて自動運動による実験を実施し、知覚的制御で身体運動が規制
されるというこれまでの結果を一そう充実 している。
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実験は18名の青年を対象とする。実験者は、まず被験者に直立姿勢をとらせ、被験者
の前方100cm、150cm、300cmの各位置に光点を呈示、被験者に自動運動が生起した直
後、片足直立姿勢をとらせ、被験者が倒れるまでの保持時間と光点の最大振巾を採録す
る。結果として、①直立姿勢保持の平均時聞は、先の直立静止事態での身体的な動揺が
現われるまでの保持時間よりも長いこと、②その平均時間は、被験者と光点間の距離が
短いほど長いこと、などが指摘された。著者は、これらの結果に対 し、知覚活動の制御
による身体運動の動揺が、逆に自動運動によって償なわれているとの解釈をなし、改め
て視知覚と身体的運動との相互依存性を強調している。
(5)第5章は、第4章 とは逆に、身体運動の側の制御が知覚にいかなる効果を及ぼすか、
その規定性を考察したものである。その当初に著者は、身体位置の変換 による視覚像
(恒常度)の変容を検討 している。一般にスポーッ鍛練者は、非鍛練者(一 般者)よ り
も身体運動での慣れが大きく、従 って知覚活動での運動の規定性 も、両者間で異なろう。
著者はこの想定に基づき、①体位の変換に即応 して大きさの恒常度がいかに変化するか
の検討 とあわせて、②被験者に身体運動(ス ポーッ)の鍛練者をとり、非鍛練者との恒
常度の比較検討を行なっている。
被験者は、大学のサッカー ・野球などのフィール ド球技の現役選手15名(鍛練者)、
および大学生(一 般者)15名からなる。体位の変換は回転フープによる。変換角度は、
0度(直 立位)、一45度、一90度、一135度および 一180度(倒立位)、 標準刺激の位置
は被験者の前方6m、15m、45mの3条件である。その結果では、①一般に標準刺激の
呈示距離が増大するにつれ、恒常度が低下すること、②体位の変換度の増大に即応して
恒常度が低下すること、③鍛練者の場合は恒常度が低 く、しかも体位の変換あるいは刺
激の呈示距離の変化に際しても、相対的に恒常度の変化が少ないこと、いわば一般者に
比べ網膜像に近い分析的な知覚判断を下すことなどが指摘された。著者は、これ らの結
果から、身体運動の条件が知覚を規定すると結論づけている。
先節は大学生にっいての検討であるが、加えて著者は、'4歳から6歳までの幼児(各
年齢ごとに15名、全45名)を被験者として、その年齢的変化を青年(15名)の結果と比
べ、発達的な見地から考察を補充している。実験は、被験者の体位を標準刺激に対 し仰
角0度 、30度、90度、150度にとって、大きさの恒常度を測定するものである。結果は
上記の実験でのそれと同様で、①各年齢を通 じて標準刺激の仰角が増大するにつれ、恒
常度が低下 し、さらに②低年齢児になるほど恒常度が低 くなることが明かにされた。
以上、全5章 を もって、著者は冒頭に掲げた5つ の問題内容の考察を終え、最後にそ
のまとめとして、全実験を通 して討論を試みている。強調された主な点は、随所に見ら
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れたように、知覚活動における知覚と運動との相互依存、および知覚活動の規準枠とし
ての認知図式の機構と発達である。著者は、そ'れをもって一元化理論を論証 しようとし
ている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、知覚と運動との相互規定性を実験的に検討 し、知覚活動に運動の変数が関与 し
て知覚像が成立することを、発達的見地での考察も含めて論証 したものである。
知覚の発達については、内外の学界を通 じて、本格的な研究と見 られるべきものは必ずし
も多 くないのが現状である。個々の知覚的事象の解明に補足 したかたちでの検討はあったと
しても、知覚自体のもつ意義を明確にして、同行動に関する資料を一定の見地か らとりまと
め理論化した取り組みは少なかった。本研究は、知覚活動の機構および認知発達に関する心
理学的な諸研究と理論とをかなり参照すると共に、知覚が、単に刺激の受容過程<INPUT>
ではなく、表出の過程<OUTPUT>でもあって、運動との相互関係を内的にくりひろげる
「知覚活動」として成立するものであること、かっその機構が発達的に体系化されていくも
のであることを一通り実証しており、理論的には一元化理論をもって一貫 している。その点
で本論文は、従来の諸研究に対して、かなりな独創性と、今後の当該分野の研究に少なか らぬ
寄与を提するものと言いえよう。
しかしながら、本論文にも、なお次のような不備と問題があることを指摘できる。
(1)著者は、知覚と運動との相互規定性を問題とするのであるが、同事象をスローガンとし
て標傍するの余り、反面その検討の手だてが事実を検討する上で、どの程度まで妥当なも
のであったかの吟味とその説明とに乏 しい。多くの実験が試み られており、そこに独自性
があると共に、各実験がおよそ知覚と運動 との相互依存関係を含めたものであることはわ
かるとしても、各実験がその相互依存の関係をどの程度指示するものであるのかが必ずし
も明確でな く、従 って相互規定性の機構における知覚と運動との因果的な解明に不備な点
があり、また取りあげられた各実験間の関係も必ずしも十分につけられているとは言えが
たい。方法論を中心 として一そうの検討が要せられることになろう。
(2)著者は、従来の知覚心理学における 「知覚」を、上述のようにいわゆる 「運動」との関
係をもつ 「活動」として位置づけているのであるが、個々の実験的検討でその立場での語
義に基づ く用語の使用を必ずしも徹底させているとは限らない。その点で、論文の記述に
問題が残るが、知覚心理学一般と発達心理学での理論とにっいて、なお一そう広い省察を
な し、著者の理論と実験内容との双方の未熟な点をぬぐうことが必要となろう。
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(3)本論文が、子どもを対象に含め、知覚活動の発達的傾向と過程とを明かにしようとした
ことは事実であるが、その反面本論文内容が、子どもの心的活動の発達一般ないし教育の
面で、いかなるかかわり合いを もつのかについては考察が不足 している。今後に、総 じて
発達と教育の心理学に対する本論文の意義を考えることも要せ られるであろう。
しか し、先に述べたごとく、本研究がまとまった研究の少ない研究領域に対して独創的
な知見を投 じ、一元化の理論を中心として刷新な問題提起を展開し{発達について もかな
り基礎的な資料を提供 していることは確かである。
よって教育学博士の学位を授与するに適当していると認める。
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